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本
学
図
書
館
に
は
『
徒
然
草
』
に
関
連
す
る
資
料
が
思
い
の
ほ
か
多
い
。
以
下
、
前
稿
「
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
『
徒
然
草
』
版
本

類
解
題
」（
本
誌
第
四
号
所
収
）
の
続
編
と
し
て
図
書
館
及
び
日
本
文
学
資
料
室
所
蔵
の
資
料
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
所
蔵
機
関
の
注
記

が
な
い
も
の
は
本
学
図
書
館
の
所
蔵
本
で
あ
る
。

　
　

１　
『
徒
然
草
』
諸
本

　
　
　
（
10
）
徒
然
草　

下　

貴
／
一
七
二
〇

　

列
帖
装
零
古
写
一
帖
。
下
帖
の
み
存
。
表
紙
の
損
傷
が
甚
だ
し
く
、
外
装
は
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
て
い
る
が
、
残
欠
部
分
に
よ
る
と
紺
紙

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
装
飾
の
有
無
は
不
明
。
本
文
に
支
障
は
な
い
。
表
紙
寸
法
、
縦
一
七
・
七
×
横
一
五
・
八
㎝
。

本
文
料
紙
は
斐
紙
。
見
返
は
淡
い
小
豆
色
の
斐
紙
に
金
銀
の
野
毛
箔
、
切
箔
を
散
ら
す
。
外
題
欠
、
内
題
な
し
。
毎
半
葉
一
一
行
。
漢
字

平
仮
名
交
じ
り
文
。
振
り
仮
名
は
一
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
み
。
全
八
七
丁
。
料
紙
は
五
括
で
、
一
括
九
紙
、
二
括
九
紙
、
三
括
一
〇
紙
、

　
　
　
　

國
學
院
大
學
所
蔵
『
徒
然
草
』
関
連
資
料
解
題

伊　

藤　

慎　

吾　
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四
括
七
紙
、
五
括
八
紙
か
ら
成
る
。
本
文
は
一
丁
ウ
ラ
か
ら
始
ま
る
。
歌
は
上
の
句
は
一
字
下
げ
る
が
、
下
の
句
は
下
げ
な
い
。
章
段
ご

と
に
改
行
さ
れ
る
が
、
合
点
や
番
号
は
付
さ
な
い
。
濁
点
は
二
箇
所
に
確
認
さ
れ
る
の
み
。
振
り
仮
名
は
一
箇
所
の
み
。
後
見
返
に
次
の

墨
書
が
あ
る
。

　
　

曽
根

　
　
　

政
英

印
記
は
「
正
良
」（
朱
正
円
印
、
単
辺
陽
刻
）
の
ほ
か
、
本
学
図
書
館
の
も
の
が
あ
る
。
昭
和
五
六
年
一
〇
月
一
九
日
受
入
。

　
　
　
（
11
）
徒
然
草　

貴
／
二
五
一
一
‐
二
五
一
二

　

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
改
装
の
雷
文
繋
ぎ
丹
表
紙
。
縦
二
八
・
二
×
横
二
〇
・
五
㎝
。
題
簽
欠
。
内
題
・
柱
刻
と
も
に
な
し
。
楮

紙
。
字
高
二
四
・
一
㎝
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
が
散
見
さ
れ
る
。
濁
点
、
振
り
仮
名
は
な
い
。
毎
半
葉
一
二
行
。
和
歌
は
、
上

の
句
は
改
行
し
て
一
字
下
げ
、
下
の
句
は
下
げ
ず
に
続
く
地
の
文
に
繋
げ
る
。
匡
郭
な
し
。
上
巻
六
六
丁
、
下
巻
五
二
丁
。
本
文
は
章
段

ご
と
に
改
行
さ
れ
て
い
る
。
各
章
段
の
冒
頭
に
朱
筆
の
合
点
を
付
け
る
。
ま
た
部
分
的
に
本
文
上
部
に
章
段
番
号
を
付
け
た
も
の
も
あ
る
。

　
　

百
三
十　
（
上
・
六
一
ウ
「
物
に
あ
ら
そ
は
す
」）

　
　

百
三
十
五
（
上
・
六
四
オ
「
資
季
大
納
言
入
道
」）

　
　

百
三
十
六
（
上
・
六
五
オ
「
く
す
し
あ
つ
し
け
」）

　
　

百
三
十
七
（
下
・
一
オ
「
花
は
さ
か
り
に
」）

　

歌
の
冒
頭
に
は
「
○
」
を
朱
で
付
け
る
。
上
冊
の
題
簽
跡
の
下
辺
の
「
共
六　

よ
」、
下
冊
の
同
じ
所
の
「
共
六　

あ
」
と
い
う
墨
書

を
抹
消
し
て
い
る
。
摺
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
く
、
上
冊
五
六
丁
は
摺
り
直
し
を
し
て
い
る
。
刊
記
は
な
い
。
印
記
に
は
「
残
花
書
屋
」
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（
朱
楕
円
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
寶
玲
文
庫
」（
黒
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
月
明
荘
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
。
な
お
、
上
冊

前
見
返
に
次
の
墨
書
が
あ
る
。

　
　

川
瀬
氏
古
活
字
板
の
研
究

　
　

「
ｐ
525
圖
389
句
讀
点
植
版
」
と
少
異
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
廿
六
年
九
月
十
七
日

　

お
そ
ら
く
反
町
茂
雄
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
添
付
さ
れ
て
い
る
玉
英
堂
書
店
の
値
札
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
横
書
）。

　
　

古
活
字
版　

徒
然
草

　
　

慶
長
中
刊
、
十
二
行
異
植
字
版

　
　

残
花
書
屋
・
宝
玲
文
庫
旧
蔵

　
　

同
種
本
は
〝
古
活
字
版
之
研
究
〟
に
実
践
女
子
大
学
図
書
館
の
一
本
の
み
著
録　

２
冊

　
　

\1,750,000

　

ま
た
上
冊
後
見
返
に
は
、
摺
り
損
じ
の
反
故
を
使
っ
て
い
る
が
、
文
字
は
判
読
で
き
る
ほ
ど
鮮
明
で
は
な
い
。
書
名
は
不
明
な
が
ら
、

匡
郭
の
付
い
た
料
紙
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
反
故
で
は
あ
る
ま
い
。
匡
郭
の
天
地
は
二
三
・
二
㎝
。
十
二
行
本
。

　
　
　
（
12
）
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ　

〇
九
一
・
二
／
九
一
四
・
四
／
一

　

写
一
冊
。
上
欠
。
列
帖
装
。
無
地
の
茶
色
表
紙
。
縦
二
四
・
八
×
横
一
八
・
五
㎝
。
料
紙
は
鳥
の
子
紙
。
前
見
返
は
原
装
の
鳥
の
子
紙
。

後
は
後
補
の
鳥
の
子
紙
。
外
題
は
墨
書
の
題
簽
（
一
一
・
〇
×
二
・
五
㎝
）
で
中
央
に
「
つ
れ
〳
〵
く
さ
」
と
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
毎
半
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葉
九
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
、
濁
点
は
あ
る
べ
き
字
に
す
べ
て
付
い
て
い
る
。
句
点
は
朱
筆
で
「
、」
を
付
け
る
。
振
り
仮

名
は
な
い
。
全
八
三
丁
。
章
段
番
号
は
付
け
ず
、
改
行
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）、
烏
丸
光
広
に

よ
る
次
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　

這
両
帖
吉
田
兼
好
法
師
燕
居
之
日
徒

　
　

然
向
暮
染
筆
冩
情
者
也
頃
泉
南
亡

　
　

羊
處
士
箕
踞
洛
之
草
盧
而
談
李

　
　

老
之
虚
無
説
荘
生
之
自
然
且
以
晦

　
　

日
對
二
三
子
戯
講
焉
加
之
後
将
書

　
　

以
命
於
工
鏤
於
梓
向
付
夫
二
三
子
矣

　
　

越
句
讀
清
濁
以
下
俾
予
糾
之
予
座
好

　
　

其
志
忘
其
醜
卒
加
校
訂
而
巳
湛

　
　

□
（
恐
カ
）有

其
遺
逸
也

　
　
　
　

慶
長
癸
丑
仲
秋
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
廣

　

こ
れ
は
古
活
字
版
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
慶
長
十
八
年
古
活
字
本
の
転
写
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
実
見

す
る
に
、
お
そ
ら
く
江
戸
初
期
の
書
写
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
前
見
返
に
「
小
柳
資
□
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
前
見
返
の
紙
背
に
次
の
墨
書
が
見
え
る
。
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夫
覆
而
明
者
ハ
天
之
徳
也
聖
主
躰
レ
之
善
ク
守
社

　
　

稷
ヲ
仰
ヒ
而

　
　
　
（
13
）
つ
れ
づ
れ
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
四

　

写
一
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
宍
色
表
紙
。
縦
二
六
・
七
×
横
一
九
・
五
㎝
。
楮
紙
。
外
題
は
墨
書
の
原
題
簽
で
左
肩
に
「
つ
れ
つ

れ
草　
　

全
」
と
あ
る
。
内
題
な
し
。
尾
題
は
「
つ
れ
〳
〵
草
終
」。
毎
半
葉
一
四
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
濁
点
、
振
り
仮
名
が
少
々
。

句
点
な
し
。
注
文
は
細
字
で
首
書
。
字
高
約
二
〇
㎝
。
全
六
四
丁
。
章
段
は
番
号
を
付
け
て
お
ら
ず
、
た
だ
行
を
改
め
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
首
書
を
い
く
つ
か
例
示
す
る
。

　

・
竹
の
そ
の
ふ
親
王
を
さ
し
て
云
皇
子
皇
孫
の
す
へ
〳
〵
ま
で
と
也
（
第
一
段
）

　

・
遺
誡
九
條
右
丞
相
師
輔
公
の
作
一
巻
有
（
第
二
段
）

　

・
西
行
俗
名
佐
藤
兵
衛
憲
清
鳥
羽
院
の
北
面
（
第
一
〇
段
）

　

・
の
ゝ
み
や
い
つ
き
に
備
り
玉
ふ
内
親
王
の
い
も
ゐ
と
て
御
身
を
き
よ
め
玉
ふ
と
こ
ろ
也
（
第
二
四
段
）

　

・
と
も
の
み
や
づ
こ
主
殿
寮
の
下
司
と
も
禁
中
の
掃
除
を
す
る
役
な
り
伴
氏
の
も
の
と
も
殿
守
の
下
部
と
な
る
也
（
第
二
七
段
）

　

・
法
然
は
源
空
也
姓
は
漆
間
氏
み
ま
さ
か
の
国
福
岡
の
人
な
り
（
第
三
九
段
）

　

・
せ
う
と
兄
を
い
ふ
又
兄
弟
姉
妹
を
も
い
ふ
良
覚
は
公
世
の
弟
也
（
第
四
五
段
）

　

・�

女
嬬
御
所
中
の
さ
う
ち
さ
し
あ
ふ
ら
の
役
御
か
う
し
の
あ
げ
お
ろ
し
御
で
う
と
の
い
た
し
い
れ
な
と
す
か
た
を
あ
ら
た
め
す
ひ
や
く

ゑ
に
て
と
り
お
こ
な
ふ
な
り
（
第
一
九
七
段
）

　

終
丁
に
は
次
の
署
名
が
あ
る
。
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懋
政
（
花
押
）

　

す
な
わ
ち
江
戸
後
期
の
岡
山
藩
の
池
田
懋
政
（
文
政
期
の
池
田
家
文
書
に
見
え
る
が
伝
不
詳
）
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
後
表
紙
紙
背
に
は

書
状
案
が
使
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
懋
政
自
筆
の
も
の
だ
ろ
う
。

　
　
　

筆
致
啓
上
候

　
　

公
方
様　

内
府
様

　
　

大
納
言
様
宜益

御
機
能
被
成

　
　

御
座
奉
恐
悦
候
次
貴
様
弥
御
堅
固

　
　

可
持
御
勤
既
重
後
御
随
而
在
所
之

　
　

賢
鰤
一
簀
巻
節聊之
御
安
否

　
　

致
遣
入
之
候　
　

致
承
分
度

　
　

験
被
下
度
候
恐
惶
謹
言

　

本
文
は
六
三
丁
ウ
ラ
で
終
っ
て
お
り
、後
見
返
に
兼
好
和
歌
の
収
録
歌
集
を
載
せ
る
。す
な
わ
ち『
風
雅
集
』（
一
）、『
新
千
載
集
』（
三
）、

『
新
後
拾
遺
集
』（
三
）、『
新
続
古
今
集
』（
六
）、
以
上
一
六
首
を
挙
げ
る
。
更
に
兼
好
法
師
自
讃
の
歌
「
空
に
た
つ
」「
い
か
に
し
て
」

の
二
首
を
引
く
。
つ
い
で
伝
兼
好
の
歌
「
世
中
を
」、
高
野
山
蔵
自
筆
短
冊
と
い
う
「
つ
た
へ
き
く
」「
か
に
に
ほ
ひ
」「
理り

即そ
く

た
り
」「
柴

の
み
に
」「
む
さ
し
の
や
」
の
五
枚
を
掲
げ
る
。
ま
た
尾
題
に
続
き
「
卜
部
氏
系
圖
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
後
表
紙
に
次
の
記
名
が
墨
書
さ

れ
て
い
る
。

　
　

森　

章

　
　
　
　
　

藏
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印
記
に
は
「
國
學
院
／
大
學
圖
／
書
館
印
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
。
武
田
祐
吉
旧
蔵
。
昭
和
四
〇
年
五
月
一
日
受
入
。

　
　
　
（
14
）
徒
然
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
〇

　

二
巻
二
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
卍
繋
ぎ
牡
丹
唐
草
文
の
丹
表
紙
。
縦
二
七・一
×
横
一
九・四
㎝
。
題
簽
欠
。
左
肩
に
「
つ
れ
〳
〵
草　
　

上
（
下
）」
と
墨
書
。
柱
題
に
「
つ
上
（
下
）」
と
あ
る
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
、
濁
点
が
散
見
さ
れ
る
。
振
り
仮
名
は
多
め
。
半

葉
行
数
一
一
行
。
本
文
匡
郭
は
縦
二
二
・
一
×
横
一
七
・
五
㎝
。
丁
数
は
上
冊
六
八
丁
、
下
冊
五
五
丁
。
各
段
冒
頭
に
章
段
番
号
を
付
す
。

上
巻
終
段
は
一
三
五
段
「
く
す
し
あ
つ
し
け
」。
下
巻
は
第
一
段
か
ら
番
号
を
付
け
る
。
終
段
は
一
〇
四
段
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

　
　

慶
安
元
年

　
　
　
　
　

二
月
日

　

書
入
は
墨
書
で
、
主
に
本
文
に
片
仮
名
で
漢
字
の
訓
を
付
す
。
特
に
振
り
仮
名
を
訂
正
す
る
例
が
多
い
。「
有ゆ
う

職し
よ
く

」
の
「
職
」
を
「
ソ

ク
」
と
す
る
（
上
二
オ
）。「
拍ひ
や

子う
し

」
を
「
ハ
ウ
シ
」
と
改
め
る
（
二
ウ
）。「
綾あ
や
の
こ
う
ち
の
み
や

小
路
宮
」
の
「
小
路
」
を
「
ジ
」
と
改
め
る
（
上
六
オ
）。「
九

月
」
に
「
長
月
ト
ヨ
ム
」
と
注
す
（
上
一
七
ウ
）。「
先せ
ん

達だ
ち

」
の
「
達
」
に
「
ダ
ツ
ト
ヨ
ム
」
と
注
す
（
上
二
六
ウ
）。
ま
た
本
文
の
清
濁

の
注
記
も
見
ら
れ
る
。「
い
さス
ム

や
」（
八
オ
）、「
四
方
拝ば
い

」
の
「
拝
」
に
「
は
い
ト
モ
」
と
注
す
（
一
一
オ
）。
印
記
に
は
「
讀
杜
／
艸
堂
」

（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
日
高
／
藏
書
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
國
學
院
／
大
學
圖
／
書
館
印
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）

が
あ
る
。
読
杜
艸
堂
は
文
部
省
の
官
僚
で
書
物
蒐
集
家
で
あ
っ
た
寺
田
望
南
（
一
八
四
九
‐
一
九
二
九
）
の
印
記
。
武
田
祐
吉
旧
蔵
本
。

昭
和
四
〇
年
五
月
一
日
受
入
。
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（
15
）
徒
然
草　

請
求
番
号
な
し　

※
日
本
文
学
資
料
室

　

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
牡
丹
雷
文
艶
出
文
様
の
黄
色
表
紙
。
縦
二
六
・
五
×
横
一
七
・
九
㎝
。
外
題
は
後
補
題
簽
（
縦
一
九
・
三

×
横
三
・
八
㎝
）
に
「
つ
れ
〳
〵
草　

上
」
と
墨
書
。
下
冊
題
簽
欠
。
柱
題
は
「
○
つ
上
（
下
）」。
本
文
用
字
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。

濁
点
、
句
点
随
所
に
あ
り
。
振
り
仮
名
な
し
。
半
葉
一
二
行
。
匡
郭
は
四
周
単
辺
、
縦
二
〇
・
七
×
横
一
六
・
四
㎝
。
上
冊
六
三
丁
、
下
冊

五
〇
丁
。
章
段
番
号
は
郭
外
上
段
に
単
辺
枠
付
で
表
示
す
る
。
上
冊
最
終
段
は
第
一
三
八
段
「
く
す
し
あ
つ
し
げ
」、
下
冊
の
番
号
は
第

一
段
か
ら
始
ま
り
第
一
〇
九
段
で
終
わ
る
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

　
　

寛
文
七
丁

未
暦
二
月
吉
日

　

本
文
中
、
損
傷
部
分
に
小
紙
を
貼
っ
て
補
筆
し
て
あ
る
。
本
文
中
、
墨
書
の
振
り
仮
名
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
上
冊
後
表
紙
左
下
に
「
名

雲
生
蔵
書
」
と
、
下
冊
同
所
に
「
名
雲
生
蔵
書
」
と
墨
書
す
る
。
両
冊
巻
頭
に
「
狩
野
／
氏
藏
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
捺
し
て

あ
る
。

　
　
　
（
16
）
絵
入
つ
れ
づ
れ
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
一

　

五
巻
五
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
表
紙
の
損
傷
が
甚
だ
し
い
。
縦
二
二
・
七
×
横
一
六
・
五
㎝
。
原
題
簽
は
欠
け
て
お
り
、
左
肩
に
「
つ
れ

〳
〵
艸
一
（
‐
五
）」
と
墨
書
。
内
題
は
「
つ
れ
〳
〵
草
」（
巻
一
）、「
つ
れ
〳
〵
草
巻
之
二
（
‐
五
）」。
目
録
題
は
「
つ
れ
〳
〵
草
一
（
五
）
ノ

目
録
」。
尾
題
は
巻
一
、五
が
な
い
。
巻
二
は
「
二
之
巻
終
」、
巻
三
は
「
徒
然
草
三
ノ
巻
終
」、
巻
四
は
「
つ
れ
〳
〵
草
四
之
巻
終
」。
柱

題
は
「
つ
れ
〳
〵
」。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
が
あ
る
。
傍
注
も
随
所
に
あ
る
。
冠
考
の
注
文
も
同
じ
。
た

だ
し
細
字
。
序
は
六
行
、
本
文
は
一
二
行
。
本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
で
縦
二
二
・
一
×
横
一
六
・
九
㎝
。
丁
数
は
第
一
冊
三
四
丁
（
う
ち
、

序
二
丁
）、
第
二
冊
二
九
丁
、
第
三
冊
三
五
丁
、
第
四
冊
三
三
丁
、
第
五
冊
三
七
丁
。
挿
絵
は
巻
一
が
八
図
、
巻
二
が
一
〇
図
、
巻
三
が
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八
図
、
巻
四
が
九
図
、
巻
五
が
八
図
。
詳
細
は
次
の
通
り
。（　

）
内
は
挿
入
箇
所
の
段
数
。

第
一
巻�

①
序
三
ウ
（
兼
好
図
）、
②
二
ウ
（
一
）、
③
五
ウ
（
七
）、
④
八
オ
（
九
）、
⑤
一
四
オ
（
一
九
）
⑥
一
九
オ
（
二
四
）、
⑦
二
五

オ
（
三
二
）、
⑧
三
〇
オ
（
四
二
）

第
二
巻�
①
三
ウ
上
段
（
五
二
）、
②
三
ウ
下
段
（
五
一
）、
③
九
ウ
上
段
（
六
一
）、
④
九
ウ
下
段
（
六
〇
）、
⑤
一
三
ウ
（
六
八
）、
⑥

一
九
ウ
上
段
（
八
〇
＊
僧
）、
⑦
一
九
ウ
下
段
（
八
〇
＊
武
士
）、
⑧
二
二
オ
（
八
五
）、
⑨
二
四
ウ
（
八
八
）、
⑩
二
七
ウ
（
九
三
）

第
三
巻�

①
四
オ
上
段
（
一
〇
三
）、
②
四
オ
下
段
（
一
〇
四
）、
③
九
オ
（
一
〇
九
）、
④
一
二
ウ
（
一
一
五
）、
⑤
一
八
オ
上
段
（
一
二
五
）、

⑥
一
八
オ
下
段
（
一
二
六
）、
⑦
三
二
ウ
上
段
（
一
三
四
＊
鏡
）、
⑧
三
二
ウ
下
段
（
一
三
四
＊
合
掌
）

第
四
巻�

①
三
オ
上
段
（
一
三
七
＊
花
は
さ
か
り
に
）、
②
三
オ
下
段
（
一
三
七
＊
葵
祭
）、
③
六
ウ
（
一
四
一
）、
④
一
二
オ
（
一
四
六
）、

⑤
一
五
オ
（
一
五
四
）、
⑥
二
三
オ
上
段
（
一
七
一
）、
⑦
二
三
オ
下
段
（
一
七
二
）、
⑧
二
八
オ
（
一
七
六
）、
⑨
三
一
オ
（
一
八
四
）

第
五
巻�

①
三
オ
（
一
八
八
）、
②
八
ウ
上
段
（
一
九
五
）、
③
八
ウ
下
段
（
一
九
四
）、
④
一
二
ウ
（
二
〇
六
）、
⑤
一
六
ウ
（
二
一
五
）、

⑥
二
二
ウ
（
二
二
一
）、
⑦
二
九
ウ
（
二
二
七
）、
⑧
三
七
ウ
（
二
四
四
）

刊
記
は
単
辺
枠
付
で
第
五
冊
最
終
丁
に
あ
る
。

　
　

元
禄
三
庚

午
年
五
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
洛
中
二
條
京
極
寺
田
与
平
次

　

本
文
欄
外
に
墨
書
、
朱
筆
の
書
入
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
冊
序
二
オ
モ
テ
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

崇
光
院
御
宇
観
応
元
年
よ
り
寛
延
三
庚
午
ま
て
凡
四
百
年
ニ
成
ル

　

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
書
入
は
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
の
頃
の
も
の
だ
と
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
各
冊
後
見
返
に
次
の
墨
書
が
あ
る
。

梓行
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改
嘉
永
之
弐
申
五
月

　
　
　

〈
セ　

桐
生
善
五
郎

　

寛
延
三
年
頃
の
書
入
本
を
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
か
。
内
容
に
関
す
る
書
入
と
し
て
第
三
段
「
玉
の
巵
の

そ
こ
な
き
心
地
」
の
く
だ
り
の
も
の
を
挙
げ
る
。

　
　

�

玉
ノ
巵
ノ
無
レ
当ソ
コ

ト
云
コ
ト
或
書
ニ
采ソ
ウ

国
ノ
王
蒨セ
ン

玉
キ
ヨ
ク
ト
申
国コ
ク

王ワ
ウ

能ヨ
キ

人ヒ
ト

也
能ヨ
キ

臣シ

下カ

ナ
ク
一
切
ト
リ
シ
マ
リ
ノ
ナ
キ
ニ
ヨ
リ
度
々
国
家
滅
亡

セ
ン
ト
ス
其
比
国
ニ
王ワ
ウ

曇ド
ン

ト
云
ル
賢
人
ノ
詞
ニ
蒨セ
ン

玉
キ
ヨ
ク

モ
又
王キ
ヨ
ク
シ
ン巵

無
當タ
ウ

ト
ワ
ラ
ワ
レ
タ
リ
結
構
ナ
ル
玉
ノ
サ
カ
ツ
キ
ニ
ソ
コ
ナ
キ
ヤ

ウ
ナ
ル
物
ト
也
万
ニ
イ
ミ
シ
ク
ト
モ
色
好
ム
人
ハ
イ
ト
サ
ウ
〳
〵
シ
ク
ー
ノ
ー
ノ
ー
キレ
ー
コ
ト
ク
也
ト

　

印
記
に
は
「〈
セ
桐
善
〉」（
黒
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
巌
松
堂
古
典
部
／
波
多
埜
扱
斯
書
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
國
學
院
／

大
學
圖
／
書
館
印
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
。
武
田
祐
吉
旧
蔵
本
。
昭
和
四
〇
年
五
月
一
日
受
入
。

　
　
　
（
17
）
徒
然
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
二

　

三
巻
合
一
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
布
目
地
亀
甲
文
の
丹
表
紙
。
縦
二
六
・
四
×
横
一
八
・
九
㎝
。
外
題
は
後
補
題
簽
に
墨
書
で
左
肩
に
「
繪

本
徒
然
艸　
　

全
」
と
あ
る
。
序
題
は
「
繪
本
徒
然
艸
序
」、
柱
題
は
「
畫
本
徒
然
艸
」。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
な
し
。
濁
点
、

振
り
仮
名
を
多
用
す
る
。
序
文
は
毎
半
葉
八
行
、
本
文
は
散
し
書
。
匡
郭
は
縦
二
〇
・
九
×
横
一
五
・
七
㎝
。
全
五
二
丁
。
上
巻
一
八
丁
、

中
巻
一
七
丁
、
下
巻
一
七
丁
。
無
刊
記
。
挿
絵
は
巻
頭
、
巻
末
の
図
以
外
は
す
べ
て
見
開
き
一
面
を
使
う
。
上
巻
一
七
図
、
中
巻
一
八
図
、

下
巻
一
七
図
。
奥
に

　
　

皇
都
畫
工

　
　
　
　

文
華
堂　

西
川
祐
信
（
陰
刻
「
祐
／
信
」）
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と
あ
る
。
ま
た
、
序
の
奥
に
は

　
　

元
文
戊
午
の
と
し
冬
洛
陽
文
花
堂
書

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
の
奥
書
で
あ
る
。
印
記
に
「
國
學
院
／
大
學
圖
／
書
館
印
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）

が
あ
る
。
武
田
祐
吉
旧
蔵
本
。
昭
和
四
〇
年
五
月
一
日
受
入
。

　
　
　
（
18
）
徒
然
草　

九
一
四
・
四
五
／
二
八

　

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
。
布
目
地
宍
色
表
紙
。
縦
二
六
・
五
糎
×
横
一
八
・
八
糎
。
原
題
簽
「
徒
然
草　
　

上
（
下
）」、
内
題
な
し
。

柱
刻
に
「
璣
上
（
下
）」
と
あ
る
。
本
文
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
振
り
仮
名
、
濁
点
、
句
読
点
な
し
。
毎
半
葉
一
〇
行
。
匡
郭
な
し
。

丁
数
は
上
冊
八
七
丁
（
う
ち
、
前
遊
紙
一
丁
）、
下
・
六
七
丁
（
う
ち
、
前
遊
紙
）。
刊
記
は
な
い
が
、
次
の
本
奥
書
が
あ
る
。

　
　

文
化
十
二
年
二
月
二
日
書
寫
終
功　
　
　

源
弘
賢

　

章
段
は
段
ご
と
に
改
行
し
、
番
号
は
冒
頭
右
肩
に
細
字
で
添
え
る
。
下
巻
冒
頭
は
「
花
は
盛
に
」
の
段
で
第
一
三
四
段
と
な
っ
て
い
る
。

本
文
に
は
少
々
イ
本
と
の
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
仮
名
の
随
所
に
漢
字
を
振
っ
て
い
る
。
な
お
、
喉
の
下
部
に
上
冊
・
下
冊
そ
れ

ぞ
れ
に
「
九
百
五
十
四
上
」「
九
百
五
十
四
下
」
と
あ
る
。
上
冊
前
見
返
し
中
央
及
び
下
冊
前
見
返
し
中
央
に
「
早
川
千
吉
郎
氏
寄
贈
」

と
い
う
寄
贈
者
の
貼
り
紙
が
糊
付
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
人
名
部
分
は
墨
書
で
あ
る
。
早
川
千
吉
郎
（
一
八
六
三
‐
一
九
二
二
）
は

南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
社
長
。
本
書
は
そ
の
没
後
の
昭
和
二
年
三
月
三
〇
日
に
本
館
に
受
入
さ
れ
た
。
印
記
に
は
「
光
榮
／
記
念
」（
朱

正
方
印
・
単
辺
・
陽
刻
）
の
ほ
か
、
本
学
図
書
館
の
も
の
が
あ
る
。



154

　
　

２　

注
釈
書
類

　
　
　
（
９
）
徒
然
草
句
解　

請
求
記
号
な
し　

※
日
本
文
学
資
料
室

　

七
巻
七
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
七
・
一
×
横
一
九
・
四
㎝
。
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
（
一
八
・
四
×
三
・
五
㎝
）
が
左
肩

に
あ
る
。「
徒
然
草
句
解　
　
一
（
‐
七
）」（
第
一
冊
は
損
傷
が
酷
い
）。
内
題
は
「
徒
然
草
句
解
巻
之
一
（
‐
七
）」、
柱
刻
に
は
「
巻
一
（
‐

七
）　　
　
（
丁
付
）」
と
あ
っ
て
、
書
名
は
な
い
。
本
文
匡
郭
は
縦
二
二
・
六
×
横
一
七
・
三
㎝
。
本
文
は
毎
半
葉
一
〇
行
、
注
文
は
双
行
。

本
文
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
句
点
、
濁
点
を
多
用
し
、
振
り
仮
名
は
片
仮
名
。
注
文
に
は
句
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
が
な
い
。
丁
数

は
第
一
冊
四
三
丁
（
う
ち
、
序
二
丁
）、
第
二
冊
三
四
丁
、
第
三
冊
三
六
丁
、
第
四
冊
三
九
丁
、
第
五
冊
三
六
丁
、
第
六
冊
四
〇
丁
、
第

七
冊
四
〇
丁
。
章
段
番
号
は
各
段
冒
頭
右
肩
に
黒
地
白
抜
で
番
号
を
打
つ
。
た
だ
し
第
一
段
は
な
い
。
上
巻
全
一
三
八
段
、
下
巻
は
「
花

は
さ
か
り
に
」
の
段
に
始
ま
り
、
全
一
〇
九
段
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

　
　

寛
文
五
乙

巳
年
孟
秋
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　
　

風
月
庄
左
衛
門
開
板

　

参
考
に
、
注
釈
に
用
い
た
和
書
名
を
挙
げ
る
。
漢
籍
・
仏
典
は
略
す
。

　

�

吾
妻
鏡
・
和
泉
式
部
家
集
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
延
喜
式
・
奥
義
抄
・
大
鏡
・
河
海
抄
・
下
学
集
・
花
鳥
余
情
・
菅
三
品
の
詩
・
禁
秘
抄
・

金
葉
和
歌
集
・
公
事
根
源
・
元
亨
釈
書
・
源
氏
物
語
・
顕
昭
拾
遺
抄
・
古
今
和
歌
集
・
後
拾
遺
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾
遺
風
体
抄
・

拾
芥
抄
・
職
原
抄
・
新
古
今
和
歌
集
・
新
千
載
和
歌
集
・
新
後
拾
遺
和
歌
集
・
新
拾
遺
和
歌
集
・
新
続
古
今
和
歌
集
・
撰
集
抄
・
徹
書

記
・
日
本
書
紀
・
後
江
相
公
の
詩
・
風
雅
和
歌
集
・
風
土
記
・
発
心
集
・
本
朝
皇
胤
紹
運
録
・
本
朝
文
粋
・
枕
草
紙
・
万
葉
集
・
八
雲

御
抄
・
梁
塵
秘
抄
・
六
百
番
歌
合
・
和
名
集
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墨
書
が
少
し
あ
る
。
第
一
冊
前
見
返
右
下
に
「
小
川
か
め
や
」
と
墨
書
。「
林
之
／
圖
書
」（
朱
正
方
印
、
陰
刻
）、「
後
／
素
」（
朱
正

方
印
、
陰
刻
）
の
印
記
が
あ
る
。
ま
た
、
第
三
冊
後
見
返
に
次
の
よ
う
な
版
本
の
反
故
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　

不
覺
未
笑
會
一
座
匙
禮
請
問
吾
云
吾
有
同
行
在
華
亭
○
上

　
　

是
法
身
會
云
法
身
無
相
云
如
何
是
法
眼
會
云
法
眼
無
○
吾

　
　

後
至
哀
口
ノ
竹
林
寺
ニ一
○
夾
山
ノ
會

　
　

一
小
舟
ヲ
曽
テ

　

な
お
、
古
書
目
録
の
切
抜
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。「
173
徒
然
草
句
解　

七
巻　

高
階
楊
順　

寛
文
七
年
風
月
庄
左
衛
門
刊　

欄
外
少
墨

汚
れ
あ
り　

大
本　

七
冊　

六
三
、〇
〇
〇
」。

　
　
　
（
10
）
徒
然
草
諺
解　

九
一
四
・
四
五
／
Ｎ
四
八　

※
日
本
文
学
資
料
室

　

五
巻
五
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
八
×
横
一
九
・
一
㎝
。
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
（
縦
一
九
・
三
×
横
三
・
八
㎝
）

で
左
肩
に
「
徒
然
草
諺
解　
一
（
‐
五
）」
と
あ
る
。「
徒
然
草
諺
解　

巻
二
（
‐
五
）」。
各
巻
冒
頭
に
あ
る
が
、
た
だ
し
巻
一
に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
。「
徒
然
草
諺
解
巻
之
一
（
‐
五
）
終
」。
末
尾
の
「
終
」
は
巻
一
、三
、五
に
付
き
、
二
、四
に
は
な
い
。
柱
題
「
徒
然
一
（
‐
五
）」

漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
濁
点
、
句
点
あ
り
。
た
だ
し
序
文
に
句
点
は
な
く
、
濁
点
も
わ
ず
か
。
注
釈
文
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
濁

点
あ
り
、
句
点
な
し
。
半
葉
行
数
は
序
が
一
二
行
、
本
文
が
一
〇
行
、
首
書
が
二
〇
行
。
本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
で
、
縦
二
四
・
六
×
横

一
六
・
八
㎝
。
丁
数
は
第
一
冊
が
三
五
丁
、
第
二
冊
が
三
四
丁
、
第
三
冊
が
三
〇
丁
、
第
四
冊
が
三
八
丁
、
第
五
冊
が
四
一
丁
。
刊
記
は

双
辺
匡
郭
に
囲
ま
れ
て
次
の
通
り
に
あ
る
。

　
　

寛
文
九
己
酉
年
林
鐘
上
旬
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猪
熊
通
四
條
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
五
郎
右
衛
門

　

第
一
冊
後
見
返
に
旧
蔵
者
の
墨
書
あ
り
。

　
　

光
明
院
成
徳
院

　
　
　
　
　
　
　

良
範
求
（
磨
消
）

　

第
二
冊
以
降
に
は
切
り
取
っ
た
痕
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
右
同
様
の
墨
書
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
書
入
は
多
い
。
墨
書
、
朱
筆
、
枚
挙
に

遑
が
な
い
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
る
。

　

・
大
方
ハ
月
ヲ
モ
愛
シ
コ
ン
ヤ
コ
ノ
ツ
モ
レ
ハ
人
ノ
老
ト
ナ
ル
モ
ノ
伊
勢
物
語
ニ
ア
リ
（
第
一
段
の
「
愛
敬
」）

　

・�

世
間
の
道
心
は
不
幸
故
に
世
を
お
も
ひ
た
る
人
は
待
事
有
か
如
し
如
何
と
な
れ
は
其
不
幸
に
む
か
ふ
ほ
と
心
に
満
足
す
る
事
あ
ら
は

遁
世
の
心
さ
む
る
事
も
あ
る
へ
し
不
幸
故
に
世
を
捨
た
れ
は
な
り
徒
事
も
な
き
人
は
唯
何
と
な
く
世
を
離
れ
て
た
ゝ
閑
居
を
楽
み
と

し
た
る
物
也
か
や
う
な
ら
ん
社
遁
世
の
身
に
は
あ
ら
ま
ほ
し
き
と
也
（
第
五
段
の
「
さ
る
か
た
に
あ
ら
ま
ほ
し
」）

　

・
一
年
ニ
而
モ
千
万
歳
ヲ
同
シ
事
成
に
不
満
足
ヲ
モ
ハ
ヽ
北
州
之
千
年
ヲ
持
ト
モ
一
夜
之
夢
之
如
ハ
カ
ナ
カ
ル
可
ト
ナ
リ

　
　

維
摩
経
曰
度
二
千
百
劫
ヲ一
猶
キ二
弾
指
一
也
（
第
七
段
の
「
住
は
て
ぬ
世
」）

　

・�

如
是
生
ヲ
タ
ノ
シ
マ
ス
シ
テ
死
ニ
ア
タ
ツ
テ
ヲ
ク
ル
ヽ
処
ノ
人
ハ
マ
コ
ト
三
日
ノ
存
生
ハ
万
全
ヨ
リ
モ
ヲ
モ
ク
死
ト
云
モ
ノ
ハ
常
ニ
不

恐
シ
テ
カ
ナ
ハ
ヌ
モ
ノ
ジ
ヤ
ト
云
コ
ト
ハ
リ
ヲ
ハ
云
ル
マ
シ
キ
ト
也
（
第
九
三
段
の
「
此
こ
と
は
り
あ
る
べ
か
ら
ず
」）

　

・�

君
か
出
ヲ
有
明
ノ
出
ル
ニ
タ
ト
ヘ
テ
云
ソ
如
是
恋
ヲ
ス
ル
モ
我
身
ノ
有
様
ニ
似
合
ヌ
人
ハ
セ
ヌ
ガ
マ
シ
シ
ヤ
ト
也
（
第
二
四
〇
段
の

「
有
明
の
空
も
。
我
身
ざ
ま
に
忍
ば
る
べ
く
も
」）

　

次
の
よ
う
に
注
釈
を
記
し
た
小
紙
が
数
枚
挿
ん
で
あ
る
。

開板
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・�

女
色
の
迷
ひ
は
外
の
異
見
に
は
中
〳
〵
や
め
か
た
き
物
な
り
我
と
合
点
敬
警
可
致
也
朱
文
公
ノ
自
警
ノ
詩
云
十
年
浮
ン
テ
海
一
身
軽
シ

帰
テ
對
シ
テ
梨リ
ク
ハ渦
ニ一
却
テ
有
情
世
上
無
レ
如シ
ク
ハ

二
人
欲
ノ
険ケ
ン
ニ

一
幾
ハ
ク
人
カ
到
テレ
此
ニ
誤
マ
ル
平
生
ヲ
是
宋
ノ
胡
澹
菴
カ
忠
義
有
シ
モ
黎レ
ウ

倩セ
イ

イ
（
ト
脱
カ
）

ヘ
ル
女
ヲ
見
テ
梨
頬ケ
ウ

生
ス
微
渦
ヲ一
と
愛
シ
タ
ル
ニ
テ
朱
子
ノ
自
警
給
ヘ
ル
詩
也
（
第
八
段
）

　

・�
自
か
ら
に
い
ふ
に
心
可
付
也
外
よ
り
の
警
の
分
に
て
中
〳
〵
根
か
切
る
ゝ
こ
と
無
し
我
心
よ
り
嗜
ね
は
也
恐
る
へ
く
と
は
色
欲
を
恐

也
つ
ゝ
し
む
と
は
我
心
諱
む
也
（
第
八
段
）

　

・
此
鳥
ノ
鳴
声
ハ
物
ヲ
扣
程
ニ
聞
ユ
故
ニ
タ
ヽ
ク
ト
云
ソ
（
第
一
九
段
）

　

印
記
に
「
痩
松
園
文
庫
」（
朱
長
方
印
、
双
辺
陽
刻
）、「
聖
」（
黒
正
円
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
成
徳
院
」（
黒
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
の

ほ
か
、
本
学
図
書
館
の
も
の
が
あ
る
。
痩
松
園
文
庫
は
心
理
学
者
黒
田
亮
（
一
八
九
〇
‐
一
九
四
七
）
の
蔵
書
で
あ
る
。

　
　
　
（
11
）
徒
然
草
諺
解　

河
野
文
庫
／
一
七
四
七

　

五
巻
五
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
鼠
色
表
紙
（
第
一
～
五
冊
の
前
表
紙
、
第
二
冊
の
後
表
紙
）、
無
地
の
青
表
紙
（
第
一
、三
、四
、

五
冊
の
後
表
紙
）。
縦
二
七
・
〇
×
横
一
九
・
〇
㎝
。
墨
線
の
双
辺
枠
付
の
後
補
題
簽
で
左
肩
に
「
徒
然
草
諺
解　
　

一
（
‐
五
）」
と
あ
る
。

本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
で
縦
二
四
・
二
×
横
一
六
・
八
㎝
。
こ
の
他
の
書
誌
事
項
に
関
し
て
は
同
版
の
（
10
）
参
照
。
墨
書
も
し
く
は
鉛
筆

に
よ
る
書
入
が
わ
ず
か
に
あ
る
。
朱
引
も
若
干
あ
る
。
な
お
、
第
五
冊
後
見
返
に
写
本
の
反
故
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
裏
側
か
ら
透
け
て

見
え
る
も
の
な
の
で
誤
字
の
惧
れ
が
あ
る
が
、
判
読
で
き
る
範
囲
を
左
に
掲
げ
て
お
き
た
い
（
■
は
判
読
不
能
文
字
）。

　
　

セ
イ
ヱ
イ
正
久
ト
二
人
ア
リ
又
其
日
ニ
三
才
ノ
子
ニ
■
一
人
ア
リ

　
　

正
久
セ
イ
ヱ
イ
カ
三
才
ノ
子
ヲ
イ
タ
キ
山
ニ
カ
ク
レ
イ
ル
セ
イ
ヱ
イ

　
　

長
■
ニ
ツ
カ
ヱ
ツ
イ
ニ
天
下
ト
ル
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刊
記
は
双
辺
枠
付
で
第
五
冊
最
終
丁
に
あ
る
。

　
　

寛
文
九
己
酉
年
林
鐘
上
旬

　
　
　

猪
熊
通
四
條
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
五
郎
右
衛
門

　

印
記
に
は
「
紫
雲
／
文
庫
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
。
平
成
五

年
三
月
三
一
日
受
入
。

　
　
　
（
12
）
徒
然
草
諺
解　

佐
／
一
二
四
〇

　

五
巻
五
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
だ
が
損
傷
が
甚
だ
し
い
。
縦
二
六
・
八
×
横
一
九
・
一
㎝
。
原
題
簽
欠
。
第
四
、五
冊
の

み
後
補
題
簽
が
左
肩
に
あ
る
。
匡
郭
は
縦
二
二
・
一
×
横
一
六
・
九
㎝
。
基
本
的
な
書
誌
事
項
は
（
10
）
参
照
。
刊
記
は
双
辺
枠
付
で
第
五

冊
最
終
丁
に
あ
る
。

　
　

延
寶
五　

年
九
月
吉
辰

　
　
　
　
　
　

中
村
七
兵
衛
板
行

　

第
四
冊
後
見
返
に
「
主
鳳
尾
窗
羽
根
留
」、
第
五
冊
後
見
返
に
「
主
倚
松
堂
」
と
墨
書
。
第
一
冊
に
朱
筆
で
少
し
書
入
れ
が
あ
る
程
度
。

各
冊
巻
頭
に
「
伯
爵
佐
／
佐
木
家
／
藏
書
印
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
の
印
記
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
佐
々
木
高
行
旧
蔵
本
で
あ
る
。

　
　
　
（
13
）
徒
然
草
大
全　

九
一
四
・
四
五
／
Ta
二
八　

※
日
本
文
学
資
料
室

　

上
下
二
巻
二
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
三
×
横
一
八
・
七
㎝
。
外
題
は
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
（
一
七
・
五
×
四
・

開板

丁巳
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〇
㎝
）
で
左
肩
に
「
徒
然
草
大
全　
　
　

上
一
（
‐
下
六
）」
と
あ
る
。
内
題
は
な
い
。
尾
題
は
各
冊
巻
末
左
下
に
「
决
談
終
」
な
ど
と

あ
る
ほ
か
、
第
七
冊
巻
末
に
「
徒
然
草
上
巻
ノ
决
談
終　
　
　

第
七
終
」
と
あ
る
。
そ
し
て
最
終
冊
に
は
「
つ
れ
〳
〵
草
抄
全
部
」
と
あ
る
。

柱
題
は
「
决
（
‐
下
六
）」。
序
は
一
三
行
で
、
本
文
は
一
七
行
。
注
釈
部
分
は
二
字
下
げ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
章
段
は
欄
外
上
部
に
枠
を

設
け
て
数
字
を
記
す
。
書
入
は
朱
筆
で
随
所
に
見
え
る
。
一
部
は
墨
書
。
以
下
に
い
く
つ
か
例
示
す
る
。

　

・�

源
氏
須
磨
ノ
巻
ニ
色
々
ノ
紙
ヲ
ツ
ギ
ツ
ヽ
手
習
ヲ
シ
タ
モ
ウ
ト
ア
リ
此
等
ヲ
本
ト
シ
書
出
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
（
序
段
の
「
つ
れ
〳
〵
な

る
ま
ゝ
に
」）

　

・�　
　
　

万
葉
ニ
先
ノ
字
ヲ
ヨ
マ
セ
タ
リ
發
端
ノ
處
ノ
ヲ
ク
字
也
百
人
一
首
ニ
有
馬
山
イ
ナ
ノ
サ
ヽ
原
風
吹
ハ
イ
テ
ソ
ヨ
人
ヲ
忘
レ
ヤ

ハ
ス
ル
（
第
一
段
）

　

・�　
　

凡
ソ
随
人
ノ
發
ル
處
ハ
聖
徳
太
子
守
屋
ノ
逆
臣
ニ
ヲ
ソ
ハ
レ
玉
フ
ト
キ
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒
ニ
乗
シ
落
サ
セ
玉
フ
ト
キ
秦
ノ
河
勝

一
人
御
身
ニ
随
ヒ
供
奉
シ
奉
リ
ケ
ル
ヨ
リ
始
ル
ト
ソ
（
第
一
段
）

　

・�　
　

モ
ノ
知
ノ
コ
ト
ア
リ
ト
ヨ
メ
リ
禁
中
故
実
ワ
キ
マ
ヘ
知
ル
コ
ト
也
（
第
一
段
）

　

・　
　

ヤ
ケ
ト
訓
ス
禁
中
ノ
年
中
行
事
ナ
ト
指
テ
云
爰
ニ
一
説
ア
リ

　
　

�

如
右
見
レ
ハ
有
職
公
事
同
事
也
此
説
ハ
有
職
ニ
ト
句
ヲ
切
テ
公
事
ノ
方
人
ト
下
ヘ
ヨ
ム
也
有
職
ヲ
明
ラ
メ
テ
公
事
ノ
方
人
ノ
鏡
手
本

ト
ナ
ラ
ン
コ
ソ
願
ヒ
ケ
レ
ト
也
未
知
是
ヤ
否
（
第
一
段
）

　

刊
記
は
二
つ
あ
り
、
第
一
に
最
終
丁
に
双
辺
枠
付
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

延
寶
五
年

　
　
丁

巳
九
月
吉
日

　

な
お
、
延
宝
五
年
中
西
九
郎
左
衛
門
版
が
本
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
前
稿
に
解
題
を
載
せ
て
い
る
（
２
‐
（
５
））。
次
に
後

諸
抄
决
談

口
傳
註
入

イ
デ
ヤ

舎
人

有
職

公
事
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見
返
に
単
辺
の
枠
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

延
寶
六
戊

午
年
初
秋
上
旬

　
　
　

五
條
橋
通
塩
竈
町

　
　
　
　
　

丁
子
屋
長
兵
衛
開
板

　
　
（
14
）
徒
然
草
諸
抄
大
成　

河
野
文
庫
／
一
七
四
八

　

二
〇
巻
二
〇
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
五
×
横
一
九
・
二
㎝
。
外
題
は
双
辺
枠
付
（
一
九
・
二
×
四
・
三
㎝
）
の

原
題
簽
で
左
肩
に
あ
る
。
た
だ
し
第
一
冊
は
ほ
と
ん
ど
剥
が
れ
て
痕
跡
の
み
。

「
つ
れ
〳
〵
草
諸
抄
大
成
二
（
三
、五
、六
、八
、九
、十
一
‐
十
四
、十
六
、十
七
、十
九
、二
十
）」

「
徒
然
草
諸
抄
大
成
四
（
七
、十
、十
五
、十
八
）」

　

序
題
は
「
徒ツ
レ
〳
〵
グ
サ
シ
ヨ
セ
ウ

然
草
諸
抄
大タ
イ

成セ
イ

凡ハ
ン

例レ
イ

」、
目
録
題
は
「
徒
然
草
諸
抄
大
成
巻
第
一
（
‐
十
九
）
目
録
」。
な
お
、
第
二
巻
に
は

「
徒ツ
レ
〳
〵
グ
サ
シ
ヨ
セ
ウ

然
草
諸
抄
大タ
イ

成セ
イ

巻ケ
ン

二
目モ
ク

録ロ
ク

」
と
振
り
仮
名
が
付
い
て
い
る
。
尾
題
は
な
が
、『
徒
然
草
』
本
文
の
上
巻
末
尾
に
は
「
徒
然
草
上
巻
之
終
」

と
あ
る
（
第
一
一
巻
最
終
丁
）。
下
巻
に
は
な
い
。
柱
題
は
「
徒
然
大
成
巻
一
」。
本
文
匡
郭
は
縦
二
三
・
〇
×
横
一
七
・
〇
㎝
。
上
段
に
冠

考
（
八
・
三
㎝
）
を
、
下
段
に
本
文
（
一
四
・
六
㎝
）
を
配
す
る
。
本
文
は
太
字
で
毎
半
葉
一
〇
行
、
注
は
細
字
双
行
。
冠
考
は
細
字
二
〇

行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
、
冠
考
の
注
文
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
丁
数
は
下
記
の
通
り
。

　

巻
一　
　

三
二
丁

　

巻
二　
　

三
六
丁

　

巻
三　
　

三
三
丁
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巻
四　
　

二
七
丁

　

巻
五　
　

三
二
丁

　

巻
六　
　

二
八
丁

　

巻
七　
　

三
四
丁

　

巻
八　
　

二
四
丁

　

巻
九　
　

二
六
丁

　

巻
一
〇　

二
六
丁

　

巻
一
一　

三
一
丁

　

巻
一
二　

三
三
丁

　

巻
一
三　

三
四
丁

　

巻
一
四　

二
五
丁

　

巻
一
五　

二
四
丁

　

巻
一
六　

二
七
丁

　

巻
一
七　

二
六
丁

　

巻
一
八　

二
九
丁

　

巻
一
九　

二
三
丁

　

巻
二
〇　

一
九
丁

　

引
用
し
た
『
徒
然
草
』
注
釈
書
類
の
一
覧
が
挙
が
っ
て
お
り
、
書
名
の
参
考
に
も
な
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。
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寿
命
院
抄　
　

二
巻　
　

也
足
軒
ノ
奥
書

　
　

野
槌
抄　
　

十
四
巻　
　

林
道
春
作

　
　

貞
徳
抄　
　
　

二
巻　
　

長チ
ヤ
ウ

頭ト
ウ

丸マ
ル

作

　
　

同
慰
草　
　
　

八
巻　
　

是
徒
然
草
の
大
意
を
し
る
す
な
り

　
　

古コ

今コ
ン

抄　
　
　

八
巻　
　

大
和
田
気キ

求ギ
ウ

作

　
　

盤
斉
（
マ
マ
）抄　

十
二
巻　
　

踏
雪
作

　
　

句ク

解ゲ　
　
　
　

七
巻　
　

高タ
カ

階ハ
シ

楊
順

　
　

諸シ
ヨ

家ケ
ノ

聞
書　
　

三
巻

　
　

文モ
ン

段ダ
ン

抄　
　
　

七
巻　
　

北
村
季
吟
作

　
　

諺ゲ
ン

解カ
イ　

　
　
　

五
巻　
　

山
岡
元
憐
（
マ
マ
）作

　
　

大
全　
　
　

十
三
巻　
　

高
田
宗
賢
作

　
　

参
考
抄　
　
　

八
巻　
　

恵
空
和
尚
作

　

本
文
中
に
は
朱
筆
で
書
入
が
多
く
み
ら
れ
る
。
合
点
、
傍
点
、
傍
線
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
近
代
の
も
の
ら
し
い
。
い
く

つ
か
例
示
す
る
。

　

・�「
心
に
」
は
「
心
の
内
に
」
な
り
。
う
つ
り
は
「
移
」
に
て
変
化
す
る
こ
と
な
り
「
映
」
の
義
に
あ
ら
ず
、「
ゆ
く
」
と
い
へ
る
に
て

し
る
べ
し
。
諸
板
誤
れ
り
。（
序
段
の
「
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
」）

　

・
第
一
段
は
個
人
の
脩
養
を
論
説
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
ず
。（
第
一
段
）

　

・
コ
ノ
段
ヲ
解
ク
ニ
ハ
第
七
段
ヲ
参
照
ス
ベ
シ
。（
第
二
段
）
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・�「
ふ
つ
ゝ
か
」
伴
信
友
ハ
し
た
ゝ
か
の
意
に
や
と
い
へ
り
。
今
案
ず
る
に
、
不
手
際
と
か
、
よ
い
か
げ
ん
に
な
ど
い
ふ
と
こ
ろ
か
。（
第

五
段
の
「
ふ
つ
ゝ
か
に
思
ひ
と
り
た
る
に
は
あ
ら
で
」）

　

ま
た
「
徒
然
草
第
十
二
段
の
文
章
解
剖
」
と
題
す
る
小
紙
が
挿
ん
で
あ
る
。

　
　

上
の
友

　
　

同
じ
心
な
ら
む
人
と
、
し
め
や
か
に

　
　

物
語
し
て
、
を
か
し
き
事
も
、
い
ひ

　
　

慰
ま
ん
こ
そ
、
こ
れ
し
か
る
べ
き
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
の
友
に
対
す
る
不
愉
快

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
さ
る
人
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
た
が
は
ざ
ら
む
と
、
對
ひ
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ら
む
は
、
独
な
る
心
地
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
む
。）

　
　

上
の
友
に
対
す
る
愉
快

　
　

（
互
に
、
い
は
ん
な
ど
の
事
を
ば
、
げ

　
　

に
と
、
聞
く
の
で
あ
る
物
か
ら
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ア
ル
カ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
の
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
さ
ゝ
か
違
ふ
所
も
あ
ら
ん
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人
こ
そ
、
我
は
さ
や
は
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
あ
ら
そ
ひ
に
く
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
め
。）　

　
　

上
の
友
に
対
す
る
愉
快

　
　

（
さ
る
か
ら
、
さ
ぞ
と
も
、
う
ち
か

　
　

た
ら
は
ゞ
、
つ
れ
〳
〵
慰
ま
め
と

　
　

お
も
へ
ど
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
の
友　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

げ
に
は
、
少
し
か
こ（
不
足
ア
ル
場
合
ニ
ハ
）

つ
か
た
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　

我
と
ひ
と
し
か
ら
ざ
ら
む
人

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
大
方
の
よ
し
な
し
ご
と
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　

は
む
ほ
ど
こ
そ
あ
ら
め
。（
ま上
の

　
　
　
　
　
　
　
　

め友
と
の
比
較

や
か
の
心
の
友
に
は
、
遥

　
　
　
　
　
　
　
　

か
に
へ
だ
ゝ
る
所
の
あ
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

べ
き
ぞ
わ
び
し
き
や
。）

　
　

右
の
文
章
に
説
け
る
友
の
、
下
の
友
と
い
ふ
は
、
世
間
一
般
の
交

　
　

際
を
い
ふ
な
り
。
悪
友
の
義
に
は
あ
ら
ず
。
上
の
友
（
交
友
の

　
　

理
想
を
、
し
ば
ら
く
、
尓
か
名
く
）
と
い
へ
る
に
対
し
て
、
か
り
に
、

ト
ア
リ

タ　

シ
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こ
の
名
を
附
せ
る
の
み
。
中
の
友
と
い
ふ
は
全
く
、
有
る
に
非

　
　

ず
、
上
の
友
と
、
下
の
友
を
述
べ
、
世
に
は
、
下
の
友
の
交
り

　
　

多
き
も
の
な
れ
ば
、
ま
づ
、
大
方
は
か
く
の
如
く
交
際
し
て
、
争

　
　

は
ぬ
や
う
に
せ
よ
と
、
心
得
を
述
べ
た
る
迄
な
り
。

　
　

兼
好
が
、
あ
き
ら
め
た
る
決
論
な
り
。
さ
れ
ば
、
始
め
に

　
　

打
過
し
て
、
上
の
友
と
の
比
較
を
添
へ
て
、
歎
じ
た
る
也
。

　

な
お
、
第
一
〇
冊
巻
末
に
三
宅
観
潤
『
中
興
鑑
言
』
を
引
用
す
る
。
刊
記
は
第
二
〇
冊
巻
末
に
あ
る
。

　
　

貞
享
五　

五
月
吉
日
板
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
村
新
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

京
書
肆　
　

吉
田
四
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
七
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
庄
兵
衛

　

印
記
に
は
「
上　

さ
い
と
う
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
信
州
／
上
田
／
塚
長
／
塚
原
郷
／
伊
勢
山
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、

「〈
二　

土
徳
／
上
田
／
カ
ヂ
町
」（
朱
正
円
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
な
ど
が
あ
る
。

平
成
五
年
三
月
三
一
日
受
入
。

　
　
　
（
15
）
首
書
徒
然
草　

梧
陰
文
庫
／
五
七
一

　

五
巻
五
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
二
・
九
×
横
一
六
・
〇
㎝
。
外
題
は
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
（
一
六
・
九
×
三
・
五
㎝
）

戊辰
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で
左
肩
に
「　

つ
れ
〳
〵
草　
絵
入
一
（
‐
五
）」
と
あ
る
。
た
だ
し
書
名
は
「
つ
れ
〳
〵
く
さ
」「
徒
然
艸
」
な
ど
各
冊
表
記
が
異
な
る
。

内
題
〉
は
「
つ
れ
〳
〵
草
」（
巻
一
）、「
つ
れ
〳
〵
草
巻
之
二
（
‐
五
）」。
目
録
題
は
「
つ
れ
〳
〵
草
一
（
‐
五
）
ノ
目
録
」。
尾
題
は
「
二

之
巻
終
」（
巻
二
）、「
徒
然
草
三
（
四
）
ノ
巻
終
」
と
あ
り
、
巻
一
、五
に
は
な
い
。
柱
題
は
「
つ
れ
〳
〵
草
序
」「
つ
れ
〳
〵
一
（
‐
五
）」。

本
文
匡
郭
は
縦
一
九
・
六
×
横
一
四
・
二
㎝
。
本
文
の
丁
は
上
段
の
冠
考
部
分
と
下
段
の
本
文
部
分
と
に
分
か
れ
、
間
に
線
が
引
か
れ
て
い

る
。
上
段
は
縦
七
・
七
㎝
、
下
段
は
一
一
・
九
㎝
（
本
文
一
オ
に
よ
る
）
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
章
段
に
よ
っ
て
は
冠
考
・
本
文
間
の
堺

線
を
部
分
的
に
は
ず
し
、
大
部
の
本
文
な
り
首
書
な
り
を
補
う
工
夫
を
し
て
い
る
。
本
文
は
十
二
行
、
冠
考
は
二
〇
行
。
漢
字
平
仮
名
交

じ
り
文
で
記
さ
れ
、
句
点
、
濁
点
を
多
用
す
る
。
振
り
仮
名
は
片
仮
名
表
記
で
あ
る
。
丁
数
は
巻
一
が
三
五
丁
、
巻
二
が
三
〇
丁
、
巻
三

が
三
六
丁
、
巻
四
が
三
四
丁
、
巻
五
が
三
九
丁
。
挿
絵
は
巻
一
が
八
面
八
図
、
巻
二
が
七
面
一
〇
図
、
巻
三
が
五
面
八
図
、
巻
四
が
七
面

九
図
、
巻
五
が
七
面
八
図
。
面
と
図
と
の
数
が
合
わ
な
い
の
は
、
部
分
的
に
上
下
二
段
に
異
な
る
挿
絵
を
載
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
刊

記
は
第
五
冊
最
終
丁
本
文
末
尾
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

元
禄
三
庚

午
年
五
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

大
坂
心
斎
橋
安
土
町　

鳥
飼
市
兵
衛

　

第
一
、二
、四
、五
冊
の
前
後
見
返
に
広
告
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
次
の
三
冊
の
後
に
書
肆
名
が
挙
が
る
。

　
　

浪
花
書
肆　
　
　
　
　

吉
文
字
屋
市
兵
衛
版
（
第
一
冊
）

　
　

寛
政
訂
正
改
之　

吉
文
字
屋
市
左
衛
門　

板
（
第
四
冊
）

　
　

大
坂
心
斎
橋
南
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
文
字
屋
市
兵
衛
（
第
五
冊
）

　

す
な
わ
ち
、
本
書
は
元
禄
三
年
版
を
寛
政
年
間
に
再
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
広
告
に
掲
載
さ
れ
た
書
名
を
挙

首書
心
斎
橋
南
へ　

三　

丁　

目



167 國學院大學所蔵『徒然草』関連資料解題

げ
る
。

〈
第
一
冊
前
〉
経
典
読
法
早
指
南
・
改
正
道
中
行
程
細
見
記
・
筆
道
稽
古
早
学
文
・
経
学
祓
錦
国
字
解
・
医
療
衆
方
規
矩
大
成

〈
第
一
冊
後
〉
早
見
書
状
大
全
・
歌
道
早
指
南
・
急
用
間
ニ
合
即
座
引
・
国
宝
節
用
新
増
大
全

〈�

第
二
冊
前
〉
人
家
万
宝
大
益
重
法
之
書
・
錦
嚢
智
術
全
書
・
字
典
年
中
重
宝
選
・
経
験
医
療
手
引
草
・
算
法
智
恵
海
大
全
・
和
漢
算
学

図
会

〈
第
四
冊
後
〉
料
理
筌
・
丸
散
手
引
草
・
天
満
宮
天
神
御
鬮
絵
抄

〈�

第
五
冊
後
〉「
歌
道
書
品
目　

定
栄
堂
」
と
し
て
、
古
今
夷
曲
集
・
歌
道
人
物
志
・
歌
択
秋
寝
覚
・
同
増
補
・
名
数
和
歌
選
・
岩
躑
躅
・

古
今
和
歌
集
・
歌
仙
二
葉
抄
・
連
歌
苧
手
巻
・
伊
勢
物
語
月
岡
丹
下
画
・
女
芸
文
三
才
図
会
・
連
歌
至
要
抄
・
堀
川
艶
書
合
・
つ
れ
〳
〵

草
頭
書
・
歌
林
詞
葉
二
度
結
・
藻
塩
袋
が
挙
が
る
。
他
に
、
錦
嚢
万
代
宝
鑑
・
智
恵
枕
・
錦
嚢
妙
薬
秘
録
・
錦
嚢
秘
巻
が
挙
が
る
。

　

こ
の
う
ち
、
本
書
を
示
す
「
つ
れ
〳
〵
草
頭
書
」
に
は
次
の
よ
う
な
説
明
文
を
添
え
る
。

　
　

つ
れ
〳
〵
草
頭
書　
　
　

全
五
冊

　
　

註
本
多
し
と
い
へ
ど
も
正
理
を
解
つ
ま
び
ら
か
に
能
く
事
を
分
書
た
る
書
な
り

　
　
　
（
16
）
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄　

九
一
四
・
四
五
／
Ｙ
八
六

　

二
巻
二
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
。
陰
陽
雪
輪
文
の
濃
紺
表
紙
。
縦
二
三
・
八
×
横
一
六
・
七
㎝
。
外
題
は
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
（
一
七
・
八
×
三
・

八
㎝
）
で
左
肩
に
「　
　

つ
れ
〳
〵
艸
繪
抄　

上
（
下
）」
と
あ
る
。
柱
題
は
「
つ
れ
〳
〵
上
（
‐
下
）」。
本
文
匡
郭
は
縦
二
三
・
八
×
横

一
六
・
七
㎝
。
毎
半
葉
一
三
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
を
多
用
す
る
。
上
巻
六
四
丁
、
下
巻
五
〇
丁
。
挿

絵
は
第
一
冊
扉
絵
の
兼
好
像
の
ほ
か
、
諸
段
の
本
文
頭
部
に
挿
絵
（
全
三
三
九
図
）
が
配
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
上
巻
は
一
八
二
図
、

改
正
頭
書
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下
巻
は
一
五
七
図
を
収
め
る
。
兼
好
図
「
兼
好
法
師
徒
然
草
作
圖
像
」
に
は
次
の
歌
が
散
し
書
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

世
の
中
を

　
　
　

わ
た
り
く
ら
へ
て

　
　
　
　

今
そ
し
る

　
　
　
　

阿
波
の
な
る
と
は

　
　
　
　
　
　

浪
風
も

　
　
　
　
　
　
　
　

な
し

　

刊
記
は
最
終
丁
に
著
者
名
「
雒
陽
處
士
艸
田
斎
寸
木
子
三
径
圖
讃
」
に
続
き
、

　
　
　
　
　
　
書
林

と
あ
る
。
ま
た
後
見
返
に

　
　

京
師
三
條
通
升
屋
町

　
　

御
書
物
所

　
　
　
　

出
雲
寺
和
泉
掾

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
は
元
禄
四
年
版
の
出
雲
寺
和
泉
掾
に
よ
る
後
印
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
文
に
書
入
は
な
い
が
、
両
冊
に
「
此

ぬ
し
田
原
う
じ
」「
此
ぬ
し
田
原
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。「
田
／
原
」（
朱
円
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
田
原
／
氏
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）

の
ほ
か
、
本
学
図
書
館
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
神
田
神
保
町
の
沙
羅
書
房
か
ら
平
成
二
三
年
二
月
一
日
受
入
。
同
店
目
録
に
は
「
元
禄
四

年
刊　

絵
入　

原
装　

美
本　

艸
田
斎
寸
木
子
三
径
圖　

二
冊
一
五
七
、五
〇
〇
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
四
年　
　

辛
未
初
春
日
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（
17
）
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄　

河
野
文
庫
／
一
七
五
〇

　

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
。
陰
陽
雪
輪
文
の
濃
紺
表
紙
。
縦
二
三
・
三
×
横
一
六
・
四
㎝
。
外
題
は
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
で
左
肩
に
「　
　

つ
れ
〳
〵
艸
繪
抄　

上
（
下
）」
と
あ
る
。
柱
題
は
「
つ
れ
〳
〵
上
（
‐
下
）」。
本
文
匡
郭
は
縦
二
三
・
八
×
横
一
六
・
七
㎝
。
無
刊
記
。

他
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
は
（
14
）
参
照
。
上
下
両
冊
前
見
返
に
次
の
墨
書
の
書
入
が
あ
る
。

　
　

共
二
本

　
　
　

大
正
五
年
五
月
二
十
日
求
之

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
素
僲

　

ま
た
下
冊
後
表
紙
に
も
次
の
墨
書
の
書
入
が
あ
る
。

　
　

壽
南
由

　

印
記
に
は
「
信
／
文
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
吉
田
／
藏
書
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
」（
朱

長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
。
平
成
五
年
三
月
三
一
日
受
入
。

　
　
　
（
18
）
つ
れ
づ
れ
し
の
の
め　

河
野
文
庫
／
一
七
五
〇

　

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
二
・
四
×
横
一
六
・
三
㎝
。
題
簽
欠
。
た
だ
し
下
冊
左
肩
に
「
つ
れ
〳
〵
し
の
の

め
増
穂
残
口
著
下
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
内
題
は
「
つ
れ
〳
〵
艸
」。
尾
題
は
「
つ
れ
〳
〵
し
の
ゝ
め　

上
（
下
）
終
」。
柱
題
は
「
○
つ

れ
〳
〵
上
（
下
）」。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
が
少
々
付
け
ら
れ
て
い
る
。
毎
半
葉
七
行
。
本
文
匡
郭
は
四
周

単
辺
で
縦
一
七
・
八
×
横
一
三
・
三
㎝
。
丁
数
は
上
巻
二
一
丁
、
下
巻
一
八
丁
。
章
段
の
番
号
は
匡
郭
の
上
部
に
囲
み
文
字
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

改
正
頭
書
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享
保
四
己

亥
年
七
月
吉
旦　
大
坂
久
太
郎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
物
屋
傳
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂
尾
崎
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
川
善
右
衛
門

　

印
記
に
は
「
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
の
み
。
平
成
五
年
三
月
三
一
日
受
入
。

　
　
　
（
19
）
徒
然
草
注
釈　

日
文
資
／
九
一
四
・
四
五
／
Ｙ
八
六　

※
日
本
文
学
資
料
室

　

写
二
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
八
・
九
×
横
一
九
・
六
㎝
。
料
紙
は
斐
紙
。
毎
半
葉
一
一
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り

文
で
句
点
な
し
。
た
だ
し
朱
点
を
付
け
る
。
濁
点
は
わ
ず
か
に
あ
り
、
朱
点
も
少
し
付
け
る
。
振
り
仮
名
も
墨
書
、
朱
筆
と
も
に
少
し
あ

る
。
丁
数
は
上
冊
一
五
三
丁
、
下
冊
一
一
七
丁
。
各
章
段
冒
頭
に
朱
で
合
点
と
番
号
を
付
す
。
本
文
は
三
段
組
に
な
っ
て
い
る
。
下
段
は

本
文
で
、
一
一
行
書
。
中
段
は
注
文
。
上
段
は
注
釈
の
追
加
で
、
空
白
が
目
立
つ
。
章
段
は
朱
筆
で
合
点
と
番
号
を
記
す
。
注
釈
に
は
多

く
の
記
号
を
用
い
て
い
る
。
四
三
種
の
記
号
を
使
い
分
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
奥
書
は
な

い
。
印
記
に
は
「
泉
／
書
屋
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
國
學
院
／
大
學
図
／
書
館
印
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
な
ど
が
あ
る
。

平
成
二
〇
年
七
月
一
日
受
入
。

　
　
　
（
20
）
徒
然
要
草　

河
野
文
庫
／
一
七
五
二

　

七
巻
五
冊
。
五
ツ
目
袋
綴
装
。
卍
繋
ぎ
文
の
紺
表
紙
。
縦
二
六
・
一
×
横
一
八
・
五
㎝
。
扉
題
に
「
厭
求
上
人
著
／
潮
音
上
人
校
／
全
七

冊
」
と
あ
る
。
当
初
七
巻
七
冊
で
あ
っ
た
も
の
を
五
冊
に
合
し
た
か
。
双
辺
枠
付
の
原
題
簽
で
左
肩
に
「
徒
然
要
艸　

巻
之
一
（
‐
五
）」
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（19）徒然草注釈　上巻第一段

（19）徒然草注釈　下巻巻頭「花はさかりに」
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と
あ
る
。
序
題
は
「
徒
然
要
艸
序
」。
目
録
題
は
「
徒
然
草　

壱
（
‐
七
）」。
尾
題
は
な
い
が
、
最
終
巻
末
尾
に
「
大
尾
」
と
あ
る
。
柱

刻
は
「
徒
然
要
草　
　

巻
之
一
（
‐
七
）」。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
が
あ
る
。
毎
半
葉
一
二
行
。
本
文
匡
郭

は
四
周
単
辺
で
縦
二
一
・
五
×
横
一
五
・
五
㎝
。
丁
数
は
第
一
冊
三
九
丁
、
第
二
冊
七
五
丁
、
第
三
冊
三
八
丁
、
第
四
冊
七
五
丁
、
第
五
冊

三
九
丁
。
章
段
番
号
は
匡
郭
上
段
に
記
す
。
本
文
に
は
朱
筆
で
合
点
、
傍
線
な
ど
を
引
く
。
序
は
二
種
あ
り
、
一
つ
は
沙
門
潮
音
の
も
の
、

も
う
一
つ
は
自
序
。
自
序
で
は
勢
州
豊
原
の
里
天
王
山
に
住
し
た
折
に
書
い
た
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
在
の
三
重
県
松
坂
市
豊
原
町
の
天

王
山
を
指
す
。
ま
た
潮
音
の
序
文
の
末
は
次
の
通
り
。

　

天
明
三
癸
卯
年
春
三
月

　
　

京
師
前
住
大
雲
院
沙
門
潮
音
於

　
　

洛
東
岡
崎
艸
菴
書

　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
序
で
、
大
雲
院
は
下
京
区
寺
町
に
あ
っ
た
浄
土
宗
寺
院
で
、
現
在
は
東
山
区
祇
園
町
に
移
転
し
て
い
る
。

刊
記
は
次
の
通
り
。

　
　

天
明
三
年
癸
卯
春
三
月
吉
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
日
本
橋
南
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
原
茂
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
南
二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
木
市
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町

　
　

書
林　
　
　
　
　
　
　

西
村
市
郎
右
衛
門
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同
二
条
通
麩
屋
町
東
入
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
長
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
三
條
通
烏
丸
東
ヘ
入
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
島
吉
兵
衛

　

扉
題
の
脇
に
も
次
の
刊
記
が
あ
る
。

　
　

京
師
書
鋪
修
文
堂
壽
梓

　

印
記
に
は
「
紫
雲
／
文
庫
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
沼
藏
／
書
辞
」（
朱
正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
沼
印
」（
朱
楕
円
印
、
双
辺

陽
刻
）、「
河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
が
あ
る
。
平
成
五
年
三
月
三
一
日
受
入
。

　
　
　
（
21
）
兼
好
法
師
家
集　

九
一
一
・
一
四
八
／
Ｙ
八
六
／
一

　

二
巻
二
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
紺
表
紙
。
縦
二
四
・
八
×
横
一
六
・
一
㎝
。
単
辺
枠
付
の
原
題
簽
「
兼
好
法
師
家
集　
上
（
下
）」

（
一
六
・
〇
×
三
・
〇
㎝
）
を
左
肩
に
貼
る
。「
兼
好
法
師
家
集
上
（
下
）」。
柱
題
は
な
く
、「
上
（
下
）　　
　
（
丁
付
）」
と
あ
る
の
み
。
匡
郭

は
縦
一
六
・
七
×
横
一
一
・
六
㎝
。
半
葉
行
数
八
行
。
本
文
は
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
。
上
巻
四
〇
丁
、
下
巻
二
八
丁
。
奥
書
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　

写
本
云

　
　

此
一
冊
者
兼
好
法
師
自
撰
家
集
草

　
　

本
歟
而
彼
集
不
流
布
于
世
如
今

　
　

幸
覧
之
云
秀
謌
云
能
書
奇
観
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何
者
如
之
不
堪
感
悦
聊
誌
之

　
　
　

寛
永
第
三
暦
初
秋
上
旬

　
　
　
　
　
　
　

長
秋
員
外
監
通
村
判　
　
　

」
下
二
三
オ

　

つ
い
で
そ
の
ウ
ラ
に
次
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

此
一
冊
者
右
以
中
院
前
内
府
通
村
公

　
　

自
筆
之
本
写
之
墨
滅
假
名
遣
随

　
　

写
本
而
巳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
下
二
三
ウ

　

ま
た
林
鵞
峰
に
よ
る
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
跋
文
の
後
に
、
次
の
刊
記
が
あ
る
。

　
　

洛
陽
今
出
川

　
　
　
　
　
　
　

林
和
泉
掾
板
行

　

印
記
は
本
学
図
書
館
の
も
の
が
あ
る
。
昭
和
八
年
十
月
十
二
日
受
入
。

　
　
　
（
22
）
兼
好
法
師
伝
記
考
証　

貴
／
二
四
三
三

　

五
巻
一
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
布
目
地
の
白
色
表
紙
で
樹
上
の
鳥
の
図
な
ど
を
大
き
く
描
く
。
縦
二
二
・
〇
×
横
一
五
・
三
㎝
。
外
題
欠
。

扉
題
は
「
兼
好
法
師
傳
記
考
證
／
附
し
の
ふ
や
る
も
の
か
た
り
」。
目
録
題
は
「
兼け
ん
か
う
て
ん
か
う
し
よ
う

好
傳
考
證
巻
之
一
（
‐
五
）
目
録
」。
尾
題
は
「
兼
好
傳
考

證
巻
一
（
‐
五
）
終
」。
柱
題
は
「
兼
好
傳
考
證
巻
之
一
（
‐
五
）」。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
が
随
所
に
あ
る
。
濁
点
を
多
用
す
る
。

振
り
仮
名
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
漢
字
に
付
す
。
毎
半
葉
八
行
。
本
文
匡
郭
は
四
周
単
辺
で
縦
一
七
・
〇
×
一
三
・
二
㎝
。
全
一
〇
二
丁
。
自
序

の
末
に
「
天
保
六
年
十
月
十
五
日　
　

野
之
口
隆
正
」
と
あ
る
。
挿
絵
は
全
二
〇
図
。
巻
ご
と
の
詳
細
は
次
の
通
り
（
振
り
仮
名
は
省
く
）。



175 國學院大學所蔵『徒然草』関連資料解題

　

巻
一
①
肖
像
一
オ
「
兼
好
法
師
肖
像
」

　
　
　

②
二
ウ
‐
三
オ
「
兼
好
／
父
兼
顕
に
／
佛
の
初
め
を
問
図
」

　
　
　

③
六
ウ
‐
七
オ
「
兼
好
／
萩
の
戸
に
て
／
怪
鳥
を
い
る
図
」

　
　
　

④
一
〇
ウ
‐
一
一
オ
「
兼
好
ね
は
ん
／
ゑ
に
て
女
に
／
い
ど
ま
る
ゝ
図
」

　
　
　

⑤
一
三
ウ
‐
一
四
オ
「
兼
好
／
は
な
の
下
に
て
／
雨
に
あ
ふ
図
」

　
　
　

⑥
一
五
ウ
‐
一
六
オ
「
兼
好
／
阿
波
の
な
る
／
戸
に
て
／
風
に
あ
ふ
図
」

　

巻
二
①
二
ウ
‐
三
オ
「
金
澤
閑
／
居
の
づ
」

　
　
　

②
六
ウ
‐
七
オ
「
為
兼
卿
の
囚
れ
を
／
見
て
資
朝
卿
う
ら
／
や
む
圖
」

　
　
　

③
一
六
ウ
‐
一
七
オ
「
木
曾
の
庵
に
て
／
國
守
の
た
か
狩
／
を
見
て
／
み
や
こ
へ
帰
る
圖
」

　

巻
三
①
五
ウ
‐
六
オ
「
中
宮
小
弁
／
兼
好
法
し
に
／
内
勅
を
傳
る
圖
」

　
　
　

②
九
ウ
‐
一
〇
オ
「
兼
好
／
顕
家
卿
に
／
あ
ふ
づ
」

　
　
　

③
一
三
ウ
‐
一
四
オ
「
顕
家
卿
／
利
根
川
に
て
／
足
利
勢
と
戦
／
給
ふ
圖
」

　

巻
四
①
四
ウ
‐
五
オ
「
兼
好
あ
べ
の
に
／
蓆
を
織
づ
」

　
　
　

②
八
ウ
‐
九
オ
「
師
直
／
平
家
を
／
き
く
圖
」

　
　
　

③
一
二
ウ
‐
一
三
オ
「
侍
従
／
塩
谷
の
北
方
に
／
艶
書
を
傳
る
圖
」

　
　
　

④
一
七
ウ
‐
一
八
オ
「
塩
谷
が
／
妻
子
自
害
／
の
圖
」

　

巻
五
①
三
ウ
‐
四
オ
「
嘉
言
」「
兼
好
よ
し
の
／
や
ま
へ
登
づ
」

　
　
　

②
六
ウ
‐
七
オ
「
粥
を
に
て
／
飢
人
を
／
す
く
ふ
」
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③
一
〇
ウ
‐
一
一
オ
「
宇
都
宮
公
綱
薬
師
寺
公
義
／
け
ん
か
う
の
草
庵
を
と
ふ
」

　
　
　

④
一
六
ウ
‐
一
七
オ
「
悪
徒
け
ん
け
ん
塚
を
／
あ
ば
く
圖
」「
嘉
言
」

　

「
嘉
言
」
と
は
絵
師
村
田
嘉
言
の
署
名
で
あ
る
。
刊
記
は
次
の
通
り
。

　
　

于
時
天
保
八
丁
酉
發
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸　
　

丁
子
屋
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

長
藏

　
　

書
肆　
　
　
　
　
　

京　
　
　

和
泉
屋
吉
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戎
屋
市
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
坂　
　

藤
屋　

彌
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
屋　
　

善
七

　

ま
た
扉
題
の
左
脇
に
も
次
の
書
肆
名
が
挙
が
る
。

　
　

浪
華
書
林　

北
尾
春
星
堂
藏

　

巻
末
に
「
野
之
口
隆
正
大
人
著
述
近
刻
書
目
」
が
載
る
。
書
名
だ
け
挙
げ
る
。

　

�

通
畧
延
約
辧
・
こ
と
ば
の
ま
さ
み
ち
・
結
辭
對
格
・
人
為
天
然
分
合
對
格
・
合
語
格
・
あ
か
そ
こ
の
辧
・
助
辭
例
證
・
正
誤
う
た
こ
と

ば
・
鼻
く
ら
べ
の
さ
う
し
・
歌
日
記
・
兼
好
傳
考
證
・
候
録
・
神
典
窮
理
説
・
さ
き
は
ふ
く
に
ぶ
み
・
神
道
受
用
考
證
・
入
學
擧
要
・

冠
辭
考
附
説
・
語
格
直
言

　

こ
の
う
ち
『
兼
好
傳
考
證
』
の
説
明
文
は
次
の
通
り
。

　
　

こ
れ
は
兼
好
法
師
の
お
ひ
た
ち
よ
り
く
は
し
く
古
書
に
考
か
へ
南
朝
の
忠
臣
な
る
よ
し
を
あ
か
さ
れ
た
り
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後
表
紙
に
は
次
の
墨
書
が
あ
る
。

　
　

京
都
武
者
小
路

　
　

小
川
東
江
入

　
　

吉
岡
屋
米
店

　

前
見
返
右
上
に
一
誠
堂
の
「ISSEID

O

／
東
京
神
田
」
と
い
う
書
票
が
糊
付
し
て
あ
る
。
ま
た
帙
に
は
「2000.2.24

」
と
ス
タ
ン
プ

が
捺
し
て
あ
る
。

　
　
　
（
23
）
兼
好
問
答　

河
野
文
庫
／
一
七
五
一

　

写
一
冊
。
四
ツ
目
袋
綴
装
。
無
地
の
水
色
表
紙
。
縦
二
三
・
五
×
横
一
六
・
八
㎝
。
料
紙
は
楮
紙
。
外
題
は
四
周
双
辺
枠
を
摺
っ
た
題
簽

で
、
左
肩
に
「
兼
好
問
答　
　

完
」
と
墨
書
し
て
い
る
。
内
題
は
な
い
。
毎
半
葉
一
四
行
。
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
句
点
は
な
い
。
濁

点
、
振
り
仮
名
は
あ
る
。
朱
点
、
朱
引
も
散
見
さ
れ
る
。
全
三
四
丁
。
本
作
品
は
西
念
な
る
僧
と
兼
好
法
師
の
幽
霊
と
の
問
答
か
ら
成
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
兼
好
の
正
体
は
、
実
は
隠
居
の
兼
好
に
仕
え
た
飯
炊
き
坊
主
の
幽
霊
だ
っ
た
と
い
う
オ
チ
が
付
い
て
い
る
。
本
文
の

随
所
に
は
三
字
下
げ
で
注
釈
を
付
け
て
い
る
。
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
跋
文
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

降
續
き
ぬ
る
五
月
雨
の
初
敷
に
下
駄
は
歯
を
踏
欠
き

　
　

唐か
ら

傘か
さ

の
骨
四
鳥
の
別
れ
是
非
な
く
蟄
居
せ
し
が

　
　

平
生
人
に
厭
憎
ま
る
れ
ば
い
か
な
犬
さ
へ
訪
も
来
ず

　
　

寂
々
寥
々
暮
し
方
な
さ
の
餘
り
隣
な
る
隠
居
の
許
へ

　
　

虱
野
郎
を
走
ら
か
し
常
は
き
ら
ひ
な
れ
ど
も
何
ぞ
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か
な
本
に
て
も
か
し
給
へ
と
い
ゝ
や
り
た
れ
ば
徒
然
草

　
　

諸
抄
大
成
と
い
ふ
を
も
た
せ
こ
し
ぬ
初
巻
を
ざ
つ
と

　
　

通
覧
し
け
る
に
も
少
し
穏
な
ら
ず
お
ぼ
へ
し
事
の

　
　

一
ツ
二
ツ
あ
る
や
い
な
や
例
の
放へ
つ

屁ひ
り

魂
た
ま
し
い

一
寸
も
こ
ら
へ

　
　

得
ず
持
病
の
気
違
ひ
忽
差
起
り
側
に
有
つ
る

　
　

硯
引
よ
せ
筆
の
軸
も
く
だ
け
よ
と
握
り
つ
る
や
わ
ら
腰

　
　

は
た
し
眼
に
成
て
は
し
り
鳥
の
糞
ひ
る
ご
と
く
廣
紙

　
　

四
五
枚
書
ち
ら
す
う
ち
に
は
ち
切
る
ほ
ど
ふ
く
れ
し

　
　

腹
の
皮
い
つ
と
も
な
し
に
本
の
ご
と
く
へ
こ
み
た
る
は
是
即

　
　

気へ
こ
り
む
し蠜

の
ひ
り
尽
し
て
も
は
や
背せ

中な
か

を
う
た
れ
と
も

　
　

羽
を
ひ
ろ
げ
べ
き
勢
ひ
も
な
き
に
ひ
と
し
か
ら
ん
歟

　
　
　
　

明
和
二
酉
の
年　
　
　
　
　

白
眼
散
人

　

印
記
に
は「
白
川
之
藩
／
五
十
幡
藏
書
」（
朱
長
方
印
、単
辺
陽
刻
）、「
斎
藤
／
文
庫
」（
朱
楕
円
印
、双
辺
陽
刻
）、「
紫
雲
／
文
庫
」（
朱

正
方
印
、
単
辺
陽
刻
）、「
河
野
省
三
記
念
文
庫
」（
朱
長
方
印
、
単
辺
陽
刻
）
な
ど
が
あ
る
。
斎
藤
文
庫
と
は
明
治
期
の
九
代
目
雪
中
庵

斎
藤
雀
志
（
一
八
五
一
‐
一
九
〇
八
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
平
成
五
年
三
月
三
一
日
受
入
。

　

以
上
、
本
学
所
蔵
の
『
徒
然
草
』
関
連
資
料
を
紹
介
し
た
。
以
下
に
書
目
を
挙
げ
る
。
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１　
『
徒
然
草
』
諸
本

（
１
）
つ
れ
〳
〵
草　

元
禄
七
年
後
印
本　

九
一
四
・
四
五
／
四
七

（
２
）
つ
れ
〳
〵
草　

元
禄
一
六
年
刊
本　

九
一
四
・
四
五
／
三
五

（
３
）
新
板
絵
入
つ
れ
づ
れ
草　

元
禄
一
六
年
刊
本　

九
一
四
・
四
五
／
五
〇

（
４
）
つ
れ
〳
〵
草　

元
文
二
年
刊
本　

九
一
四
・
四
五
／
四
六

（
５
）
新
板
繪
入
つ
れ
〳
〵
草　

元
文
五
年
版
他
合
本　

九
一
四
・
四
五
／
三
三

（
６
）
つ
れ
〳
〵
草　

享
保
七
年
刊
本　

九
一
四
・
四
五
／
四
五

（
７
）
絵
入
新
板
つ
れ
〳
〵
艸　

九
一
四
・
四
五
／
四
三

（
８
）
大
字
新
板
つ
れ
〳
〵
草　

寛
延
四
年
刊
本　

九
一
四
・
四
五
／
四
九

（
９
）
新
板
繪
入
つ
れ
〳
〵
草　

無
刊
記
絵
入
本　
　

九
一
四
・
四
五
／
四
八　
（
以
上
四
号
）

（
10
）
徒
然
草　

下　

貴
／
一
七
二
〇

（
11
）
徒
然
草　

貴
／
二
五
一
一
‐
二
五
一
二

（
12
）
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ　

〇
九
一
・
二
／
九
一
四
・
四
／
一

（
13
）
つ
れ
づ
れ
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
四

（
14
）
徒
然
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
〇

（
15
）
徒
然
草　

請
求
番
号
な
し　

※
日
本
文
学
資
料
室

（
16
）
絵
入
つ
れ
づ
れ
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
一
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（
17
）
徒
然
草　

九
一
四
・
四
五
／
三
二

（
18
）
徒
然
草　

九
一
四
・
四
五
／
二
八

２　

注
釈
書
類

（
１
）
徒
然
草
寿
命
院
抄　

古
活
字
本　

貴
重
書
／
五
九
四
‐
五
九
五

（
２
）
徒
然
草
鉄
槌　
　

四
巻
二
冊　

九
一
四
・
四
五
／
二
六
／
Ⅱ

（
３
）
徒
然
草
文
段
抄　
　

九
一
四
・
四
五
／
Ki
六
八
／
一

（
４
）
徒
然
草
諺
解　

九
一
四
・
四
六
／
Ｎ
四
八
／
一

（
５
）
徒
然
草
大
全　

九
一
四
・
四
五
／
Ta
二
八
／
一

（
６
）
徒
然
草
参
考　

九
一
四
・
四
五
／
四
一

（
７
）
徒
然
草
直
解　

九
一
四
・
四
五
／
Ｏ
‐
四
四
／
一

（
８
）
徒
然
草
諸
抄
大
成　

九
一
四
・
四
五
／
Ａ
八
四　
　
　
　
　
（
以
上
四
号
）

（
９
）
徒
然
草
句
解　

請
求
記
号
な
し　

※
日
本
文
学
資
料
室

（
10
）
徒
然
草
諺
解　

九
一
四
・
四
五
／
Ｎ
四
八　

※
日
本
文
学
資
料
室

（
11
）
徒
然
草
諺
解　

河
野
文
庫
／
一
七
四
七

（
12
）
徒
然
草
諺
解　

佐
／
一
二
四
〇

（
13
）
徒
然
草
大
全　

九
一
四
・
四
五
／
Ta
二
八　

※
日
本
文
学
資
料
室

（
14
）
徒
然
草
諸
抄
大
成　

河
野
文
庫
／
一
七
四
八
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（
15
）
首
書
徒
然
草　

梧
陰
文
庫
／
五
七
一

（
16
）
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄　

九
一
四
・
四
五
／
Ｙ
八
六

（
17
）
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄　

河
野
文
庫
／
一
七
五
〇

（
18
）
つ
れ
づ
れ
し
の
の
め　

河
野
文
庫
／
一
七
五
〇

（
19
）
徒
然
草
注
釈　

日
文
資
／
九
一
四
・
四
五
／
Ｙ
八
六　

※
日
本
文
学
資
料
室

（
20
）
徒
然
要
草　

河
野
文
庫
／
一
七
五
二

（
21
）
兼
好
法
師
家
集　

九
一
一
・
一
四
八
／
Ｙ
八
六
／
一

（
22
）
兼
好
法
師
伝
記
考
証　

貴
／
二
四
三
三

（
23
）
兼
好
問
答　

河
野
文
庫
／
一
七
五
一

【
付
記
】
参
考
に
、
２
‐
（
７
）『
徒
然
草
直
解
』
に
引
用
さ
れ
る
和
書
名
を
掲
げ
て
お
く
。

〈
ア
〉�

吾
妻
鏡
・
有
仲
集
・
伊
勢
物
語
・
同
真
字
本
・
一
言
芳
談
・
一
宮
記
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
宇
治
大
納
言
物
語
・
歌
枕
名
寄
・
詠
歌

大
概
・
延
喜
式
・
奥
義
抄
・
大
鏡

〈
カ
〉�

膾
余
雑
録
・
河
海
抄
・
下
学
集
・
楽
技
伝
・
餝
抄
・
花
鳥
余
情
・
兼
邦
記
・
鎌
倉
物
考
・
歌
林
良
材
・
菊
亭
右
大
臣
書
札
・
吉
備

大
臣
入
唐
絵
詞
・
行
者
用
心
集
・
玉
葉
和
歌
集
・
禁
秘
抄
・
金
葉
和
歌
集
・
近
来
風
体
集
・
旧
事
記
・
公
事
根
源
・
兼
好
集
・
源

語
秘
訣
・
源
語
類
聚
・
源
氏
の
抄
・
源
氏
物
語
・
顕
昭
拾
遺
抄
・
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
・
江
次
第
・
古
今
栄
雅
抄
・
古
今
和
歌

集
・
古
語
拾
遺
・
古
今
著
聞
集
・
古
事
記
・
古
事
談
・
後
拾
遺
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
御
鎮
座
記
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〈
サ
〉�

西
宮
記
・
催
馬
楽
・
狭
衣
物
語
・
讃
岐
典
侍
日
記
・
山
家
集
・
詞
花
和
歌
集
・
史
館
茗
話
・
職
員
令
・
四
季
物
語
・
七
玉
集
・
沙

石
集
・
拾
遺
愚
草
・
拾
遺
和
歌
集
・
拾
芥
抄
・
拾
玉
和
歌
集
・
袖
中
抄
・
貞
永
式
目
・
正
治
百
首
・
正
徹
物
語
・
聖
徳
太
子
伝
・

職
原
鈔
・
続
後
拾
遺
和
歌
集
・
続
千
載
和
歌
集
・
続
日
本
紀
・
詞
林
採
葉
抄
・
新
古
今
和
歌
集
・
新
猿
楽
記
・
神
社
啓
蒙
・
神
社

便
覧
・
新
拾
遺
和
歌
集
・
新
続
古
今
和
歌
集
・
新
撰
朗
詠
集
・
新
勅
撰
和
歌
集
・
神
皇
正
統
記
・
井
蛙
抄
・
惺
窩
集
・
政
事
要
略
・

世
諺
問
答
・
千
載
和
歌
集
・
撰
集
抄
・
草
庵
集
・
続
世
継
物
語

〈
タ
〉�

太
平
記
・
多
識
篇
・
玉
造
小
町
子
壮
衰
書
・
竹
窓
随
筆
・
竹
窓
二
筆
・
長
秋
詠
藻
・
筑
波
問
答
・
庭
訓
往
来
・
桃
花
蘂
葉
・
当
家

装
束
着
用
抄

〈
ナ
〉�

二
十
二
社
次
第
・
二
十
二
社
註
式
・
耳
底
記
・
日
本
事
跡
考
・
日
本
書
紀
・
年
中
行
事
・
年
中
行
事
歌
合
・
能
因
歌
枕
・
後
成
恩

寺
殿
記

〈
ハ
〉�

百
寮
訓
要
鈔
・
風
雅
和
歌
集
・
袋
草
紙
・
扶
桑
略
記
・
発
心
集
・
堀
川
百
首
・
編
年
小
史
・
庖
丁
書
・
北
山
抄
・
本
朝
神
社
考
・

本
朝
遯
史
・
本
朝
文
粋

〈
マ
〉
枕
草
子
・
増
鏡
・
万
葉
集
・
水
鏡
・
無
名
抄
・
名
所
方
角
抄
・
藻
塩
草

〈
ヤ
〉
八
雲
御
抄
・
大
和
物
語
・
有
職
問
答

〈
ラ
〉
落
書
露
顕
・
羅
山
文
集
・
六
花
集
・
李
部
記
・
梁
塵
秘
抄
・
簾
中
抄
・
六
百
番
歌
合

〈
ワ
〉
和
名
集


